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観―oo会 第一回雅楽多展観覧者感懇文
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視 -36会  第一回雅業多展 ご参ヵの普さん 、

皆 さんお元気ですか ,こ の雅楽多展を合めいろいろ趣向

を准 らして楽 しんでいる様子 行天君か ら閣いています

彼から何か出展 して■ といわれたのですが 今ではも ,

松 も描いてお らず 陶芸 もやめた し かといoて色紙 とい

うわけにもいか, 「―家に 1枚同期妻Jを皆さんにお持ち

帰 ,いただければ と思い 送ることにしました

この r―家に 1枚周期表J(こ のキーワー ドt,玉尾が提案

したものです )i 身の回 ,の ものを合めてす^て のもの

は元素力 らできていることを知つてもら,こ と そ して

,この豊かな文明を支えている科学技術の懸恵 それ もわ

が国も研究者の貢献を一般の人たちにも馴 解してもらうた

めに  'ビ ングルームにでも貼ってもらえるよ うな美 しく

かつ情報豊かな日鯛表を との思いで 文部科学省の支援

を得て王尾が中心となつて 8年前にl●● したものです

インターネ ントを楽 しんでいる人は i―家に 1枚同期表 J

で検索 してもらえば 製作の背景や宴費購入の方法 (文部

科学省が著作権をも●● 王尾 らは全員ボランティア ー銭

ももうかるわけではありません)な どを含めた多 くの情報

を見ることができます ぜひ ―

=て
お楽 しみ ください

特に 理群 化学や物理に興味をもつ子供たちが増えるこ

とを願 っていま,■

3種類ありまり、|べてに玉尾のサインをさせていたださ

ました (日 障
'力

もしれませんが  , また会いま しょう

東京在住  玉 尾 暗 平

ひた〃子


